
■ 川本喜八郎 プロフィール 

1925年：1月11日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる 

1946年：東宝映画撮影所美術部勤務 

1951年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを始める 

1963年：チェコ・プラハに留学、人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事 

1968年：「花折り」をはじめ、「鬼」（72）、「道成寺」（76）、「火宅」（79） 

     など、人形アニメーション映画を発表 

1982年：NHK人形劇「三国志」人形美術担当 

1988年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督 

1990年：日本チェコ合作人形アニメーション 

    「いばら姫またはねむり姫」監督 

1993年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」 

     人形美術担当 

1995年：日本アニメーション協会会長就任 

2003年：連句アニメーション「冬の日」監督 

2005年：人形アニメーション「死者の書」監督 

2007年：長野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館長就任 

2010年：8月23日逝去 

2012年：6月4日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン 

■ 川本喜八郎 人形ギャラリー 
 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・ア

ニメーション 作家としてＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、

世界的にも活躍し、多くのファン を魅了してきました。渋谷区では芸術や文化

を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本喜八郎の生み出した人形を

テーマごとに常設展示しています。 

 
◆入 館 料 無料  ◆開館時間  午前11時～午後7時 

◆休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く） 

◆所 在 地 渋谷区渋谷二丁目21-1 渋谷ヒカリエ8階 

◆アクセス  

東急東横線・田園都市線、 

東京メトロ半蔵門線・副都心線 

「渋谷駅」15番出口直結。 

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、 

京王井の頭線「渋谷駅」と 

2Ｆ連絡通路で直結。  

◆問 渋谷区文化振興課交流推進係 

 ☎03-3463-1142 ※平日8：30～17：15 

川本喜八郎 人形ギャラリー 
Puppet Master 

瓦版 

№９ 



現在の展示内容（平成29年7月9日～）  

 

↑ 

出入口 

三国志  君主とその武将たち  
「三国志」の大地を所狭しと暴れまわる武将たちの活躍は、君主にとって、軍師・謀臣たちの知略と車の

両輪をなすものであった。曹操は自身が文武両道の英傑で、トップダウンの傾向が強かったため、その武

将たちはいまひとつ影が薄いきらいなきにしもあらずだが、赤壁の大敗でも一人たりとも有力武将を失う

ことなく、その後も一貫して有利な情勢を展開することができた。裸一貫から乱世に打って出た劉備は、

関羽・張飛・趙雲らと血族的な同志として結ばれ、その一心同体の関係は終始変わらず、劣勢ながら、最

終的に鼎の一足をなした。孫権の政権は、土着豪族の連合体という側面があり、必ずしも君主の意のまま

になるものではなかったが、父兄の二代にかけて仕えてきた股肱に恵まれた。その時々に適材を得て、世

代交代も順調に行われ、三国の中で最後までその命脈を保った。  
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三国志 

平家物語  ほげんの巻 

九重の巻 

ち
げ
ぐ
さ
の
巻 

劉
備
陣
営 

曹操陣営 

孫
権
陣
営 

非常口 

  
三国志と平家物語の人形たちはテレビでは一方向からしか見られませんが、展示では様々な
角度から見られますので、どこから見てもおかしくない、無理のないポージングが必要で

す。なおかつ、人形の個性や物語を感じさせることも重要です。そのために、目線から顔の
向き、指先、髪、衣装のシワ、道具の持ち方まで、ありとあらゆる箇所を調整します。そし
て何より、川本喜八郎先生だったら人形たちにどんなことを語りかけ、飾り付けをし、どん

な表情にさせるだろうか、そんなことを思いながら今回も展示作業をいたしました。 
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展示アドバイザーのひとくちメモ 

入り口にアンケート用紙を設置しております。皆さまのご意見、ご感想などお聞かせください。 
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平家物語  青雲 

 ちげぐさの巻 
 物語は、武士の世の到来に青雲の志を持つ一人の若者によって始まる。“伊勢ノ平太”清盛 - のちに天

下に並ぶものなき権勢を誇る平相国清盛の若き日の姿である。彼は若者にありがちな、青春の懊悩をか

かえながら多感な時期を過ごし、幾多の出会いと別れを経験する。親友の遠藤盛遠が人妻の袈裟御前に

懸想し誤って殺害、慙愧に苛まれて出奔する。母泰子は夫と子供らを捨てて去る。一方で、のちに敵と

なる源氏の嫡子源義朝と出会って友誼を結び、妻時子をめとり、その間に重盛をもうける。当時の武士

を、公家の「殿上人」に対して無位無官の意で「地下人」と呼んだ。大地の下で春を待つ「地下草」の

ように、清盛は芽吹きの時を待ちながら、次第にたくましく育っていくのであった。  
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 九重の巻 
 12世紀半ば、院政という政治形態の持つ矛盾が表面化し、天皇家の帝位の継承をめぐる対立に藤原

摂関家内の権力争いも重なり、不穏な空気が渦巻いていた。院政を創始した白河帝は、譲位後、子の堀

川・孫の鳥羽・曾孫の崇徳の三代43年間にわたって朝政を執り続けた。己が寵愛する藤原璋子（待賢

門院）をいやおうなしに鳥羽にめあわせ、その間に生まれた皇子を帝位に即けた（崇徳帝）。譲位させ

られた鳥羽は崇徳を「叔父子」と呼んで終生いみ嫌い、白河の死後に実権を掌握するや、崇徳を退位さ

せ、寵姫藤原得子（美福門院）の子を即位させた（近衛帝）。その生涯は祖父白河の仕打ちに対する復

讐に終始したように見える。世代を跨いだ飽くことなき愛憎劇は、常に波乱ぶくみであった。 
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 ほげんの巻 
 鳥羽法皇の死をきっかけに、ついに両勢力は、源氏・平氏の武士団を傘下に巻き込み、京で戦を起こ

した。保元の乱である（保元元年1156）。天皇家（崇徳院と後白河帝）、藤原氏（頼長と忠通）、源

氏（為義と義朝）、平氏（忠正と清盛）、いずれも親子兄弟が敵味方に入り乱れ、骨肉相食む闘いで

あった。戦は夜討ちで相手の不意を突いた後白河方の勝利に終わり、敗北した崇徳院は讃岐に配流され

て失意のうちに没し、為義と忠正は処刑された。慈円がその著『愚管抄』で、保元の乱以後「武者の

世」になったと書いているが、武士の実力を借りずには、政治的対立を解決できないことが示された。

武士が政治の動向を直接左右する時代に入ったのである。  
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コラム 徹の部屋 

今年（2017年）3月、関羽の故郷である山西省運城市を再訪しました。1999年春以来で、その折は

川本喜八郎先生と御一緒でしたが、「関羽は祟るから」と仰って、関帝廟で熱心に祈られていた姿が

印象的でした。この一帯には巨大な「塩池」が広がり、昔から商業が盛んなところで、古くは司馬遷

『史記』に、塩で財をなした猗頓という人物の名が記されています。関羽も塩の密売に関係しておた

ずね者となり、偶然に劉備と張飛に出会いますが、のちに“財神”関帝として、

山西商人のみならず、世界中のチャイナタウンに祀られるに至った背景がうかが

えます。解州関帝廟は関羽信仰の総本山で、大幅に整備拡張され、地

元有数の観光地として、多くの参詣人を集めていました。郊外の常平

村の祖廟（関羽とその先祖を祀る霊屋）の入口には「関王故里」と記

されていました。関羽が“帝”に格上げされる以前から、すでに地元

では信仰の対象となっていたのです。 

解説・監修：平井 徹（慶應義塾大学講師） 


